
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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こどもの姿から環境を変更し、一人一人が夢中になれる空間を準備してきた。ま

た、園庭がない環境ながらも園周辺の自然に目を向け、注意深く観察し、継続す

ることで、小さな変化に気付き、創造力豊かに保育をすすめることができた。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

職員・職員の家族と

の「信頼」の構築 

 

行事や懇談会、また日々のブレインやドキュメンテーションを

通しこどもの姿を共有し、こどもの育ちから子育てに喜びがも

てるように信頼関係を築いていく。 

 

こどもとの「信任」

の構築 

 

 

一人一人のつぶやきやしぐさをよく観察し、職員間で話し合

い、こどもたちが楽しさを感じ遊びに向かえるよう、環境を準

備し関わっていく。 

保護者との「信頼」

の構築 

 

 

保護者と日々コミュニケーションを取りながら行事を開催し 

保護者同士の交流、保育の交流に努め、こどもの姿から信頼へ 

つなげていく。 

 

 


